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安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！
福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

安斎正弘

8月号

第200回

　

今
月
号
か
ら
は
、方
法
2
の
Q
73
〜

78
を
割
愛
し
て
飛
ば
し
、〈
柱
接
合
部

の
低
減
係
数
〉の
Q
79
か
ら
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。ひ
き
続
き
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

さ
あ
、今
月
も
こ
の
回
答
集
を
め
ぐ

り
、内
容
・
趣
旨
を
確
認
し
日
々
の

実
務
に
活
か
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
建
築
防
災
協
会
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
文
章
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら
直
接
ご
覧
く

だ
さ
い
。

〈
注
：
紙
面
の
都
合
H
P
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
文
章
か
ら
、趣
旨
を
外
さ
な
い
程
度

に
表
現
を
変
え
て
い
ま
す
。〉

「
2
0
1
2
年
改
訂
版 

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」の

質
問・回
答
集
の
確
認

◎
今
号
の
テ
ー
マ

一
般
診
断
法

【
柱
接
合
部
の

低
減
係
数
】

に
つ
い
て
の
考
察

考 察

（解説編P30、（Ｃ））柱接合部Kjについて、
各壁端部に柱の脚部及び柱頭を確認するようになる
とのことですが、柱頭の確認はどのように行うのでしょうか？
（１階柱頭のふところが狭く）柱の近くまで行けない、
角度によっても見えないこともある。また、脚部についても
床下に入れなかったり、例え入れても筋かいが床下から
確認できる場合の方が少ないのですが。

接合部Ⅰ～Ⅳについて
接合部Ⅰには、イ）構造計算に基づく接合仕様、
ロ）N値計算に基づく接合仕様も含まれると考えますが
いかがでしょうか？

目視による確認が原則ですが、どうしても確認できない場合は類推するか、
接合部のランクを低くして評価してください。

Q79

Q80

http://www.kenchiku-bosai.
or.jp/seismic/wquest.html

　金物が目視できない場合は原則と
して「金物なし」として安全側の評価
とすべきです。また、回答文中にある
「類推」という手法はかなり有効だと
考えます。なにも窮屈な１階天井裏で
わざわざ苦心しなくても、２階小屋裏
等の目視できるところで、確認すれば
下階のディテールも同じと類推する
のはむしろ自然なことと思うからで
す。大事なことは「全ての耐力壁の存
在」を調べ上げることだと思います。
この件については本技術通信バック
ナンバー（2007年12月号）で触れて
います。またこれとは別に「玄関ホー
ル」回りで床下からの調査も出来な

200号達成おめでとうございます。一口に200と言
っても12で割ればなんと、16年と8ヵ月目です。小生
もテーマ探しで心配かけたり、原稿締切に
追われたりと思い出もありますが、編集担当
の皆さんのご苦労お察しいたします。ありがとう。

通算200号おめでとうござ
います。創刊からかかさ
ず読んでいるのは、「木
耐協マンスリーレポー
ト」ぐらいかもしれませ
ん。誌面がフルカラーにな
ってからは、表紙の写真も
楽しみの一つになりました。
創刊号から16年以上経っ
たのかと思うと、時の流れ
を感じますね。これからも楽
しく拝読いたしますので、誌
面作り頑張って下さい。

今回創刊当時のバ
ックナンバーから読
み返してみて、改め
て200号の重みを
感じました。300号、
400号とこれから
も皆様に喜ばれ
る誌面になるよ
う知恵を絞って
いきます！

集客、チラシ等ノウハウに関すること
や、施工事例や成功事例など実務関
連の記事も今後期待してます！

これよりボリュームが多いと、読むのに改
めて時間を取るようになってしまい簡単に
読めなくなります。読み切るのにちょ
うど良いボリュームだと思います。

理事長のおすすめ本は、よく購
入して読んでいます。フルカラーで
とても読みやすいと思います。

特に大切な部分はスキ
ャナーでパソコンに取
り込んで保存するほど、
重要資料です。地方で営
んでいるため情報不足が否
めず、マンスリーレポートはと
ても役立っております。

この機会に創刊号を改めて読みました。
当時は事務局内で印刷し、約500
社へ手作業で封入、発送していた
そうです。当時に思いをはせ、これから
も丁寧な誌面作りをしたいと思いました。

マンスリーレポート200号を迎え
る事が出来ましたのは、組合員の
皆様方のご理解と、関係者のご協
力・ご尽力に賜るものと、深く感謝
申し上げております。これから
も住宅リフォーム新時代に
向けて、組合の在るべき姿
を模索して行く所存です。

いケースでは、筋かいの存在の可能
性の高さから、お客様に説明・ご了解
を得た上で「筋かい尻」の位置を想定
して、所有しているキリで最も細い
（1.5φ）もので化粧合板の壁に穴をあ
け、針金を差し込んで「差し込み長さ」
から３つ割り筋かいの存在を確定し
て進めたこともありました。（この時、
復旧の要否・方法は前もって話し合
っておきましょう。）更に当組合理事
の「白水社長の耐震マスター」の連載
にもヒントがあると思いますので、兎
に角全ての耐震要素の確認を優先し
ましょう。次善の策は最後の最後とし
ましょう。

考 察

どちらも含まれます。

　構造計算は最も高い精度。N値計算はその次のラ
ンクと考えられますので、当然の回答と思います。

図１　床下の現場調査で「見えない筋かいを探す」
　　  ※技術通信バックナンバー　2007年12月号より抜粋
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木耐協マンスリーレポート

200号
特別企画!!

今号で200号を迎える「木耐協マンスリーレポート」。
阪神淡路大震災をきっかけとして設立された
木耐協組合員の皆様へ、活動報告を

行うものとして発刊された「営業活動レポート」が
現在の「木耐協マンスリーレポート」の前身でした。

創刊から16年、200号を記念して理事や事務局スタッフ、
組合員の方々からコメントをいただきました。

事務局・関

事務局・
伊藤

事務局・渥美

数えてみたら、2003年から
のべ112号の編集人を務め
させていただきました。数々
の巨大地震やニュースを取
り上げ、様々な分野の方にご
登場いただき、紙・色・レイア
ウトなどを変えながらここま
でやってまいりました。本当
に本当に多くの皆様に
ご協力いただいて迎え
られた200号なんだな
ぁ、と感無量です。これか
らもご指導の程よろしくお願
いいたします！

株式会社 アイジーコンサルティング
（静岡県浜松市中区）

住宅保全三重 株式会社
（三重県松坂市）

相陽建設 株式会社（神奈川県相模原市緑区） 株式会社 元重建設（栃木県宇都宮市）

昨年の
マンスリーレポート
アンケート
より抜粋


